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古紙配合率100％再生紙を使用しています

表紙（壁画説明）

　本総合教育研究棟の最上部には、3点の記念壁画レリーフが掲げられている。

　中央はヴァチカン宮殿「署名の間」に描かれているラファエロ作「アテネの学堂」であり、対話による教育

の原点を表している。左は医学の父ヒポクラテス像とあるべき医師の心得とされる「ヒポクラテスの誓い」、右

は1846年マサチューセッツ総合病院で行われるた歯科医師モートンによる世界最初の全身麻酔公開実験を

描いたロバート・ヒンクリーの作品である。

　これらの壁画レリーフは、「教育」「研究」「診療」を題材としており、医歯学総合研究科・保健衛生学研

究科の誕生により大学院重点化大学となった本学が、21世紀を迎えた今日、世界的拠点となるべく歩み始

めたことを記念して作製されたものである。

　本学はこれら先哲の教えを理念としつつ、よき医療人の育成に日々励むことを誓うものである。

　なお、上掲の壁画レリーフはレプリカ（1/1.5部分）である。

2002年秋

（総合教育研究棟1階）
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特 集変わる医学・
　　歯学教育

診療室訪問 
　内科系診療部門 膠原病・リウマチ内科／宮坂 信之
　歯科総合診療部／俣木 志朗

もっと知りたい！東京医科歯科大学
　学長エッセイ／国際シンポジウム／学生海外派遣
　学内ニュース／教養部

もっと知りたい！東京医科歯科大学
　学長エッセイ／国際シンポジウム／学生海外派遣
　学内ニュース／教養部

医歯学教育
システム研究
センター
システム研究
センター

マイリサーチ
　“心臓”という神秘の臓器を作る／高谷 節雄
　「ヒト」ではなく「人」の癌の謎解きに迫る／稲澤 譲治

変わる医学・
　　歯学教育
医歯学教育

診療室訪問 
　内科系診療部門 膠原病・リウマチ内科／宮坂 信之
　歯科総合診療部／俣木 志朗

マイリサーチ
　“心臓”という神秘の臓器を作る／高谷 節雄
　「ヒト」ではなく「人」の癌の謎解きに迫る／稲澤 譲治

1846年にマサチューセッツ総合病院で行われた最初の外科麻酔の公開実
験を描いたロバート・ヒンクリーの作品

総合教育研究棟

広報委員会では、“Bloom”についてのご意見・ご要望をお待ち
しています。
ホームページ　http://www.tmd.ac.jp　　Ｅメール　Bloom@tmd.ac.jp
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医
学
・
歯
学
教
育
水
準
の
維
持
向
上
に
寄
与
し
、

社
会
の
要
請
に
応
え
、
か
つ
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
る
医
師
、

歯
科
医
師
の
養
成
に
貢
献
し
ま
す
。

New Education System for Medicine and Dentistry

新たな医学・歯学教育システム

基本事項基本事項

選択科目 選択
臨床実習

選択
臨床実習

CBT
OSCE

卒後臨床研修
医師国家試験
歯科医師国家試験

準
備
教
育
コ
ア

準
備
教
育
コ
ア

臨
床
前
医
学
教
育
コ
ア

臨
床
前
医
学
教
育
コ
ア

臨
床
実
習
コ
ア

臨
床
実
習
コ
ア

共
用
試
験

共
用
試
験

医
学
・
歯
学
教
育
水
準
の
維
持
向
上
に
寄
与
し
、

社
会
の
要
請
に
応
え
、
か
つ
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
る
医
師
、

歯
科
医
師
の
養
成
に
貢
献
し
ま
す
。

入学

図1
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●臨床実習、学外実習などの全国調査を行い、客観的な態度評価方法を調査研究する

学生の到達度

評価法の

調査研究

医・歯学生の学習知識と技能・態度に関する到達度評価法について

以下の調査研究を行います。

●コンピュータを活用した試験（CBT：Computer-Based Testing）の特質の調査研究

●CBTとして適切な問題の開発・研究

●共用試験への活用方の研究

●客観的臨床能力試験（OSCE：Objective Structured Clinical Examination）の調査研究

●臨床実習前、臨床実習後、卒業後、研修後での技能レベルの評価方法についての調査研究

医歯学教育システム研究センター
Center for Education Research in Medicine and Dentistry(CERMED)

　
新
し
い
世
紀
を
迎
え
て
医
学
・
歯
学
教
育
の
シ
ス
テ
ム

も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
近
年
の
科
学
技
術

の
著
し
い
進
歩
と
発
展
に
伴
い
、
医
療
技
術
の
進
歩
も
め

ざ
ま
し
く
、
社
会
情
勢
の
変
化
も
伴
っ
て
、
医
療
を
取
り

巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
複
雑
多
岐
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
の
医
学
・
歯
学
教
育
は
、
明
治
以
来
、
西
欧
医
学

に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
の
方
針
の
も
と
、
体
系
的
な
知
識

伝
授
型
の
教
育
を
行
い
、
効
率
的
な
育
成
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
優
秀
な
医
師
・
歯
科
医
師
は
大
勢
輩

出
し
ま
し
た
が
、パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
医
療
に
傾
き
が
ち

で
、
患
者
中
心
の
医
療
と
は
言
い
難
い
も
の
で
し
た
。

　
20
世
紀
後
半
に
は
、
医
歯
学
系
大
学
で
学
ば
な
け
れ

ば
い
け
な
い
内
容
は
膨
大
化
し
、
旧
来
の
記
憶
中
心
の
詰

め
込
み
型
の
教
育
で
は
、６
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
年
限

で
十
分
に
教
育
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
先
端
的
医
療
分
野
の
研
究
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
り
、
片
や
在
宅
医
療
・
介
護
な
ど
高
齢
化
社
会
に
必

要
な
医
療
の
質
も
要
求
さ
れ
、
社
会
情
勢
を
無
視
し
て

教
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
教
育

内
容
の
膨
大
化
・
多
様
化
・
高
度
化
に
伴
い
、こ
れ
ま
で
の

医
学
・
歯
学
教
育
の
問
題
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
真
摯

に
見
つ
め
直
し
、
国
民
が
求
め
る
医
療
に
応
え
ら
れ
る
医

療
人
養
成
を
め
ざ
し
て
教
育
改
革
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
従
来
の
学
体
系
に
よ
る
教
育
を
改

め
、
統
合
的
・
横
断
的
に
教
育
内
容
を
再
編
成
し
、
全
国

共
通
の
教
育
水
準
を
確
保
し
、
さ
ら
に
大
学
別
の
個
性

化
を
計
ろ
う
と
い
う
目
的
で
作
ら
れ
た
の
が
、今
回
の
医
・

歯
学
教
育
改
革
の
基
本
と
な
る
「
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
」
構
想
で
す
。

　　
こ
の
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、２
階
建
て
の
家
に

た
と
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
１
）
。
１
階
部
分
は
、
全

て
の
大
学
共
通
の
教
育
内
容
で
、
医
師
・
歯
科
医
師
に
な

る
た
め
の
必
須
の
内
容
を
標
準
化
・
精
選
化
し
た
フ
ロ
ア

患
者
中
心
の
医
療
人
養
成
の
組
織
化

教
育
内
容
の
標
準
化
と
精
選
化

変
わ
る
医
学
・

　
　
　
　

歯
学
教
育

変
わ
る
医
学
・

　
　
　
　

歯
学
教
育

エレクティヴ
アドヴァンスト・カリキュラム

各大学の教育理念に基づいて策定

個性化・多様化 2F

モデル・コア・カリキュラム

医師・歯科医師になるものが履修
すべき基本的な内容

標準化・精選化 1F
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前医歯学教育システム研究センター長
名誉教授

さとう　  　　たつお

佐藤 達夫

問題

問題

解答

解答

参 加 大 学

学生 学生 学生
参加大学への
成績送付

試験会場サーバー

CERMeD
センターサーバー

ＣＢＴイメージ

　CBTとはコンピュータを活用して、医・歯学生の知識、問題解決能力、臨床推論における到達度を評価するものです。コンピュータ画

面に映し出される多肢選択型の問題について、正解と思う選択肢をクリックして解答します。CBTでは、CERMeDに設置しているセンタ

ーサーバーに蓄積された問題から試験会場サーバーを経由して学生一人ひとりに異なった問題が受験用でコンピュータに送信されます。

各大学から送られた試験の結果はCERMeDのセンターサーバーで採点されます。

ＣＢＴ

試験会場

ＯＳＣＥ（オスキー）

ＯＳＣＥ（オスキー）のイメージ

評価者
模擬患者

学生

スタート

医療面接

人形

各部屋には2人ずつ
評価者（教員）がいる

実技試験での学生移動例

血圧測定

腹部診察

心肺蘇生

診　　療

　OSCEとは複数のステーション（試験室）を使用し、１ステーションあたり5分から10分程度の時間内に模擬患者やシミュレーターを用

いて、医療面接、身体診察（胸部診察・腹部診察など）、検査・治療手技などを行い、基本的臨床能力や態度を評価するものです。学生

を評価する評価者が大学間で相互に乗り入れることにより、臨床で求められる基本的な態度および技能を、外部評価者の客観的な評

価によって測ります。

Computer-Based TestingObjective Structured Clinical Examination

で
あ
り
、
卒
業
ま
で
に
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
い
な
く
て

は
い
け
な
い
基
礎
部
分
（
コ
ア
）
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　
２
階
部
分
は
、
各
大
学
の
教
育
理
念
に
基
づ
い
た
高

度
あ
る
い
は
先
端
的
な
科
目
（
ア
ド
ヴ
ァ�

ン
ス
ト
）
と
多

彩
な
選
択
科
目
（
エ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
）
を
含
む
、
個
性
化
、
多

様
化
の
フ
ロ
ア
で
す
。

　
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

次
の
３
点
に
特
に
配
慮
し
ま
し
た
。
第
一
は
、こ
れ
だ
け

は
学
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
須
項
目

と
そ
の
内
容
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。
第
二
は
、
従
来

の
教
育
の
欠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
縦
割
り
の
教
育
を

で
き
る
だ
け
解
消
し
て
、
横
の
連
携
を
保
ち
、
総
合
的

に
学
べ
る
環
境
を
作
る
こ
と
。
第
三
は
、
従
来
の
見
学
型

実
習
か
ら
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
の
参
加
型
実
習
へ

の
転
換
、
即
ち
臨
床
実
習
の
充
実
で
す
。
参
加
型
と
い

う
こ
と
は
、
臨
床
実
習
を
す
る
に
あ
た
り
監
督
下
で
は

あ
り
ま
す
が
学
生
が
患
者
さ
ん
に
直
接
接
し
、
医
療
行

為
を
伴
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

��

　　　
参
加
型
実
習
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
何
ら
か
の
形

で
学
生
の
能
力
を
社
会
に
保
障
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
知
識
や
技
能
の
ほ
か
、
人
格
面
で
も
医
師
や
歯
科

医
師
に
ふ
さ
わ
し
い
資
質
を
備
え
て
い

る
か
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新

た
な
共
通
試
験
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
所
以
で
す
。
こ
れ
が
、
知
識
と

問
題
解
決
能
力
を
見
る
た
め
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
出
題
す
る
試
験
（C

B
T

，
図
２
）

と
、
医
療
技
術
や
患
者
さ
ん
へ
の
応
接

態
度
を
見
る
実
技
（O

S
C
E

，
図
３
）の

二
つ
か
ら
な
る
「
臨
床
実
習
開
始
前
の

学
生
評
価
の
た
め
の
共
用
試
験
」
で
す
。

こ
の
試
験
の
本
格
的
導
入
は
平
成
17

年
２
月
か
ら
で
す
が
、
平
成
14
年
２
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
共
用
試
験
の
試
行
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
全
国
規
模
で
の
試
験
の
実

施
の
た
め
に
は
、そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
（
コ
ア
）
と
な

る
組
織
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
平
成
14
年
４
月
に
全

国
共
同
利
用
施
設
と
し
て
東
京
医
科
歯
科
大
学
に

医
歯
学
教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

�

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
非
常
に
重
要
で
、
全
国
の

医
学
部
・
歯
学
部
と
密
接
な
連
結
を
と
り
つ
つ
共
用

試
験
の
実
施
に
協
力
し
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
学
習

到
達
度
の
客
観
的
評
価
法
の
調
査
・
研
究
・
開
発
を
行

う
こ
と
で
す
。
新
し
い
医
療
進
歩
に
対
応
し
てC

B
T

とO
S
C
E

が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
実
質
的
な

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
の
研
究
、

外
国
の
医
学
・
歯
学
教
育
と
の
比
較
研
究
も
含
め
、
今

後
様
々
な
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ま
新
し
い
世
紀
を
迎
え
て
、
医
学
・
歯
学
教
育
は

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
学
の
教
育
理
念

に
基
づ
き
、
患
者
さ
ん
を
中
心
に
考
え
、さ
ら
に
科
学

者
や
研
究
者
と
し
て
の
目
も
兼
ね
そ
な
え
た
真
の
医

療
人
を
養
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
共
用
試
験
の
導
入

モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

　
　
　
　
　
　
　
共
用
試
験
の
意
義

医
歯
学
教
育
シ
ス
テ
ム
研
究

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な
役
割

受験者管理情報

　
き
わ
め
て
短
期
間
（
平
成
12
年
３
月
〜
同
13
年

３
月
）に
作
ら
れ
た
医
学
・
歯
学
の
「
モ
デ
ル
・
コ
ア
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
が
、ほ
ぼ
全
医
科
大
学
・
医
学
部
と

歯
科
大
学
・
歯
学
部
に
強
い
影
響
力
を
持
ち
得
る

の
は
、こ
れ
の
評
価
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
共
用
試
験
」

と
セ
ッ
ト
に
し
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
消
極
的
で
あ
っ
た
人

達
を
い
っ
せ
い
に
積
極
派
に
転
じ
せ
し
め
た
の
が
、

評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
競
争
原
理
の
導
入
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
改
革
の
モ
テ
ィ
ヴ
フ
ォ
ー
ス
を
考
え
る

上
で
面
白
い
現
象
で
す
。

　
そ
も
そ
も
「
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
「
共

用
試
験
」
を
作
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
医
学

で
は
卒
業
時
の
臨
床
能
力
が
日
本
と
米
国
で
は

違
い
す
ぎ
て
卒
業
後
米
国
で
レ
ジ
デ
ン
ト
が
で
き

な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
歯
学
で
は
従
来
か

ら
の
卒
前
臨
床
実
習
が
形
骸
化
し
て
き
た
こ
と
で

あ
り
、こ
の
ま
ま
で
は
医
学
も
歯
学
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
卒
業
時
の
学
生
の
品

質
保
証
は
対
社
会
的
に
も
国
際
的
に
も
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
意
識
が
背
後
に
あ

り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、「
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
」
と
「
共
用
試
験
」
が
自
己
目
的
化
す
る
こ
と

は
間
違
い
で
あ
り
、
ま
ず
目
指
す
べ
き
は
学
生
の

臨
床
能
力
を
つ
け
る
こ
と
に
あ
り
、ゴ
ー
ル
は
卒
業

時
の
学
生
の
総
合
的
な
品
質
向
上
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
意
味
で
は
本
学
医

学
部
、
歯
学
部
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
卒
前
の
臨
床

実
習
の
時
間
を
質
的
に
も
量
的
に
も
こ
れ
ま
で
の

も
の
に
比
べ
て
大
き
く
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
は
大
い
に
評
価
さ
れ
て
良
い
と
思
い
ま
す
し
、

そ
の
結
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
「
共
用
試
験
」

は
、
医
学
・
歯
学
教
育
の
国
内
標
準
化
作
業
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
米
国

で
は
医
学
は
ス
テ
ッ
プ
�
、�
、�
、
歯
学
は
パ
ー
ト
、

�
、�
と
、
す
で
に
国
内
標
準
化
作
業
を
終
え
て
い

い
ま
す
。一
方
、EU

域
内
で
は
２
０
０
０
年
か
ら
歯
科

医
師
免
許
が
自
由
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
域
内
の

歯
学
教
育
も
格
差
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、こ
れ
に

よ
っ
てE

U

域
内
の
標
準
化
が
早
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
す
。
ま
た
、
中
国
で
は
現
在
６
万
人
の
歯
科
医

師
を
60
万
人
に
増
や
す
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
過
程
で
問
題
に
な
る
の
が
や
は
り
国
内
標
準
化

作
業
で
す
。
そ
し
て
次
に
来
る
の
は
国
際
標
準
化（
グ

ロ
バ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
）で
す
。

　
す
で
に
工
学
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
際
標

準
化
と
は
医
学
・
歯
学
教
育
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

争
い
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
英
語
に
よ
っ
て
言
語
圏
を

奪
わ
れ
て
い
る
と
い
う
不
利
は
あ
り
ま
す
が
、「
モ
デ

ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
「
共
用
試
験
」
は
、
医
学
・

歯
学
教
育
の
国
際
競
争
に
踏
み
出
す
基
本
的
武
器

を
備
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。副学長・歯学部長

大学院医歯学総合研究科
分子発生学分野　教授

えとう 　  　かずひろ

江藤 一洋
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診療室訪問

医学部附属病院診療室訪問 TMDUTMDU

みやさか　  　のぶゆき

内科系診療部門
膠原病・リウマチ内科
大学院医歯学総合研究科 生体応答調節学 教授

宮坂 信之

最
新
の
治
療
を
行
い
つ
つ

　

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
を

　
　

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
病
気
と
う
ま
く

　
　
　

付
き
合
う
方
法
を
み
つ
け
て
い
き
ま
す

　
私
た
ち
の
診
療
室
で
は
膠
原
病
（
こ
う
げ
ん
び

ょ
う
）
の
患
者
さ
ん
を
中
心
に
診
療
を
し
て
い
ま

す
。
膠
原
病
は
、
全
身
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
結
合

組
織
や
血
管
に
炎
症
が
起
こ
る
た
め
に
完
治
す
る

こ
と
が
む
ず
か
し
く
、
世
の
中
で
は
「
難
病
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
膠
原
病
そ
の
も
の
は
１
９

４
０
年
代
半
ば
に
発
見
さ
れ
た
新
し
い
病
気
で
す

が
、
現
在
ま
で
そ
の
原
因
は
不
明
で
す
。
膠
原
病

に
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
（S

L
E

）
、
多
発
性
筋
炎
・
皮
膚
筋
炎
、
結
節

性
多
発
動
脈
炎
、
強
皮
症
な
ど
多
様
な
病
気
が
含

ま
れ
ま
す
。
な
か
で
も
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
多
発

性
の
関
節
炎
を
起
こ
す
病
気
で
す
が
、
日
本
で
も

１
０
０
万
人
弱
の
患
者
さ
ん
が
リ
ウ
マ
チ
の
痛
み

に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
女
性
の
患
者
さ

ん
が
多
く
、
慢
性
の
経
過
を
取
る
た
め
に
、
家
事

な
ど
の
日
常
労
作
に
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
し
か

し
、
我
が
国
で
は
ま
だ
専
門
医
の
数
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
当
診
療
科
に
は
リ
ウ
マ
チ
に
悩
む
た

く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

�

　
膠
原
病
の
本
当
の
原
因
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か
の
遺
伝
的
な
素
因
の
上
に

免
疫
の
異
常
が
起
こ
る
と
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
免
疫
と
は
本
来
、
外
界
か
ら
の
異
物

を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
を
病
気
か
ら
守
る

仕
組
み
で
す
が
、
膠
原
病
で
は
自
分
の
体
の
成
分

に
対
し
て
免
疫
反
応
が
起
こ
る
た
め
に
組
織
が
傷

つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
研
究
施
設
を
有
す
る
私
た

ち
の
診
療
科
で
は
、
「
何
が
原
因
で
リ
ウ
マ
チ
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
特
定
の
分
子
、
あ
る

い
は
特
定
の
タ
ン
パ
ク
質
が
悪
さ
を
し
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
研
究
の
焦
点
が
絞
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
う
な
る
と
こ
れ
を
作
る
遺
伝
子
を
人
為

的
に
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悪
さ
を
し
て
い
る

分
子
の
活
動
を
制
御
し
、
リ
ウ
マ
チ
に
よ
る
関
節

炎
を
治
療
す
る
と
い
う
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
現
在
の
一
般
的
な
治
療
法
は
、
副
腎
皮
質
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
や
免
疫
抑
制
剤
を
使
っ
て
炎
症
や
過
剰

な
免
疫
反
応
を
抑
え
る
や
り
方
で
す
が
、
私
の
研

究
室
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
は
新
し
い
遺
伝
子
治

療
法
を
数
年
先
の
実
用
化
に
向
け
て
開
発
を
し
て

い
ま
す
。
現
状
で
は
ま
だ
そ
の
安
全
性
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
た
め
に
臨
床
実
験
が
で
き
る
段
階
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
そ
の
ス
テ
ッ
プ
を
着
実
に

昇
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

　
一
方
、
当
診
療
科
で
は
新
薬
の
治
験
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
昨
今
は
、
関
節
リ
ウ
マ

チ
の
病
態
に
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
し
て
知
ら

れ
る
腫
瘍
壊
死
因
子
（T

N
F
 

　
）
が
深
く
関
与
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
抗
サ
イ

ト
カ
イ
ン
療
法
の
目
的
で
各
種
の
生
物
製
剤
が
次
々

と
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
当
院
の
臨
床
管
理

セ
ン
タ
ー
長
も
務
め
て
い
ま
す
の
で
、
当
院
が
我

が
国
の
難
病
治
療
に
お
け
る
新
薬
治
験
の
メ
ッ
カ

と
な
る
よ
う
、
新
薬
の
治
験
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

�

　　
病
気
の
原
因
さ
え
わ
か
れ
ば
こ
れ
を
予
防
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
難
病
と

し
て
知
ら
れ
るA

ID
S

（
エ
イ
ズ
）
で
さ
え
も
原
因

ウ
イ
ル
ス
が
同
定
さ
れ
た
た
め
に
、
こ
れ
を
予
防

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

膠
原
病
の
原
因
は
未
だ
に
不
明
の
た
め
、
癌
と
同

様
に
こ
れ
を
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
膠
原
病
を
難
病
に
し
な
い
た
め
に
も
、

こ
れ
を
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
膠
原
病
内
科

医
と
し
て
の
系
統
的
か
つ
専
門
的
な
教
育
が
必
要

で
あ
り
、
私
た
ち
は
日
夜
、
膠
原
病
専
門
医
の
育

成
に
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

　
膠
原
病
が
始
ま
る
前
ぶ
れ
と
し
て
は
、
微
熱
が

出
る
、
体
が
だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い
、
体
の
節
々

が
痛
ん
で
体
が
こ
わ
ば
る
、
な
ど
の
症
状
が
あ
り

ま
す
。
特
に
関
節
の
痛
み
や
体
の
こ
わ
ば
り
は
午

前
中
が
強
く
、
し
か
も
精
神
的
あ
る
い
は
肉
体
的

ス
ト
レ
ス
で
増
悪
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
膠
原
病

で
は
日
常
管
理
が
大
切
で
あ
り
、
ご
家
族
や
友
人

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
膠
原
病

と
け
ん
か
を
す
る
よ
り
も
、
患
者
さ
ん
が
こ
の
病

気
を
よ
く
理
解
し
、
う
ま
く
付
き
合
う
こ
つ
を
み

つ
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
そ
れ
を
助
け
る

の
が
我
々
医
師
で
あ
り
、
ご
家
族
や
友
人
で
す
。

　栄養管理室では、附属病院に入院している患者さんに、
栄養面はもちろん、よりおいしく食べていただけることに
も心を尽くして食事を提供しています。患者さんの症状・
健康状態に合わせて献立を考え、味付けを工夫し、食事
も治療の一環として大切に考えています。
　写真は、ある日の昼食です。トレーの右側には温かいも
のを、左側には冷たいものを配膳しています。

医学部附属病院

C o l u m n 検査部
手術部
放射線部
輸血部
理学療法部
集中治療部
材料部
分娩部
救急部
病理部
光学医療診療部
医療情報部
血液浄化療法部
総合診療部

医療福祉支援センター
臨床試験管理センター
高気圧治療部
MEセンター

卒後臨床研修センター

薬　剤　部

中央診療施設等

看　護　部

診療をサポートする施設等

遺
伝
子
治
療
と
新
薬
治
験

早
期
発
見
、
早
期
治
療

周
り
の
サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性

病院食ってご存じですか？

α
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歯学部附属病院診療室訪問 TMDUTMDU

診療室訪問

歯科総合診療部
大学院医歯学研究科 歯科医療行動科学 教授

俣木 志朗
またき　　　  しろう

歯学部附属病院

中央診療施設

中央診療支援部門

歯科総合診療部
第１総合診療室
第２総合診療室
第３総合診療室
障害者歯科治療部
顎関節治療部

クリーンルーム歯科外来
口腔ケア外来
息さわやか外来
中央手術室
歯科病棟

患
者
さ
ん
中
心
の
診
療
を
目
指
し
て

歯科総合診療部の教官スタッフと歯科衛生士

当診療部ではこの他に医員、大学院生、専攻生、研修医が診療にあたります。
また歯学部６年生および附属歯科衛生士学校の学生実習も行われています。

オリンピック選手村で（歯学部5年当時）

俣木教授は学生時代、本学漕艇部に所属し、
1976年（昭和51年）に開催されたモントリー
オールオリンピックのボート競技で、日本代
表エイトクルーの7番手として参加しました
（編集部）。

口腔内装具（スリープ・スプリント）

患者さんの歯型に合わせて作製する、合
成樹脂製のマウスピースです。
これを装着することにより、下あごが前
方に誘導され、気道が広がり、睡眠時の無
呼吸状態を防ぐことができます。

診療をサポートする施設等

歯科医療情報部
検査部
歯科技工部
中央器材部
歯科衛生士室
薬剤部
看護部
事務部

　
歯
科
総
合
診
療
部
は
、
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん

が
最
初
に
訪
れ
る
診
療
室
で
す
の
で
、
本
学
歯
学

部
附
属
病
院
の
窓
口
と
も
い
え
る
診
療
室
で
す
。

患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
他
の
歯
科
医
療
機
関
に
長

期
間
通
院
し
て
も
な
か
な
か
症
状
が
改
善
さ
れ
な

い
と
い
う
理
由
の
ほ
か
、
担
当
医
の
先
生
と
相
性

が
合
わ
な
い
な
ど
の
理
由
で
来
院
さ
れ
る
方
も
多
く
、

当
院
の
治
療
に
大
き
な
期
待
感
を
も
っ
て
こ
ら
れ

る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
私
ど
も
の
診
療
室
に
お
け
る
基
本
方
針
は
、
ま

ず
患
者
さ
ん
の
お
話
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
治
療
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

最
初
は
す
ご
く
お
困
り
の
患
者
さ
ん
で
も
、
お
話

を
う
か
が
っ
て
い
る
だ
け
で
気
持
ち
が
治
ま
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
で
す
。
患
者
さ
ん
の
訴
え

る
症
状
や
、
こ
れ
ま
で
の
病
歴
な
ど
を
う
か
が
い
、

現
在
の
状
態
か
ら
判
断
し
て
、
患
者
さ
ん
に
一
番

適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
専
門
外
来
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

�

　
ま
た
本
院
は
、
高
度
先
進
医
療
機
関
と
し
て
ば

か
り
で
な
く
、
歯
科
医
師
の
養
成
機
関
と
し
て
も

社
会
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
国

民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
、
資
質
の
高
い
歯
科
医

師
を
養
成
す
る
こ
と
は
我
々
の
務
め
で
す
。
患
者

さ
ん
の
中
に
は
、
基
本
的
な
歯
科
治
療
で
す
む
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
患
者
さ
ん

に
は
、
経
験
豊
か
な
教
官
の
指
導
の
も
と
に
学
生

が
実
際
に
治
療
を
行
う
卒
前
臨
床
実
習
や
、
卒
直

後
の
臨
床
研
修
医
の
診
療
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く

よ
う
に
、
十
分
な
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幸
い

な
こ
と
に
、
本
院
は
伝
統
的
に
卒
前
臨
床
実
習
や

卒
後
臨
床
研
修
に
ご
理
解
を
示
し
、
積
極
的
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
患
者
さ
ん
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
多
く
の
患
者
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
本

院
で
は
我
が
国
で
最
も
充
実
し
た
卒
前
・
卒
直
後

の
臨
床
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

　
ふ
つ
う
の
歯
科
医
院
で
は
、
た
い
て
い
ひ
と
り

の
歯
科
医
師
が
患
者
さ
ん
の
治
療
を
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
は
治
療
椅
子
に
た
だ
座
っ
て
い
れ
ば
、

歯
科
全
般
的
な
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

大
学
病
院
で
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

専
門
の
診
療
科
に
細
分
化
さ
れ
て
い
て
、
必
要
に

応
じ
て
、
そ
の
た
び
ご
と
に
、
患
者
さ
ん
が
各
専

門
診
療
科
を
受
診
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
は

た
し
て
こ
れ
が
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
医
療

シ
ス
テ
ム
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
は
、

大
学
病
院
も
患
者
さ
ん
に
選
ば
れ
る
時
代
に
な
っ

て
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
た
め
に
最
適
な
医
療
を

目
指
し
、
近
い
将
来
、
大
学
病
院
の
診
療
シ
ス
テ

ム
も
大
幅
な
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
今
の
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
が
各
診
療
科
を
移

動
す
る
と
い
う
こ
と
は
原
則
的
に
は
な
く
な
る
で

し
ょ
う
。
歯
科
治
療
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ひ
と
り
の

歯
科
医
師
が
総
合
的
診
療
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
専
門
診
療
科
の
歯
科
医
師
が
患
者
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
訪
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
一
般
化
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
う
し
て
よ
う
や
く
患
者
さ
ん
中
心
の
医

療
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

　
こ
の
診
療
室
で
行
っ
て
い
る
治
療
の
ひ
と
つ
に
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
対
す
る
歯
科
的
ア
プ
ロ

ー
チ
と
し
て
、
口
腔
内
装
具
（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の

よ
う
な
歯
型
に
合
わ
せ
て
口
の
中
に
入
れ
る
も
の
）

を
用
い
た
ス
リ
ー
プ
・
ス
プ
リ
ン
ト
療
法
が
あ
り

ま
す
。
本
学
の
医
学
部
附
属
病
院
や
、
外
部
の
睡

眠
障
害
を
専
門
と
す
る
医
療
機
関
と
連
携
し
て
診

療
し
て
い
ま
す
。

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
合
併
症
と
し
て
高

血
圧
症
、
心
・
血
管
障
害
な
ど
重
篤
な
全
身
疾
患

を
誘
発
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
口

腔
内
装
具
を
使
用
す
る
と
下
あ
ご
が
前
方
に
誘
導

さ
れ
、
気
道
（
息
の
と
お
る
道
）
を
広
げ
て
く
れ

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
睡
眠
中
の
無
呼
吸
を
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
従
来
な
ら
手
術
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
も
、
こ
れ
で
手

術
を
し
な
く
て
も
済
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

全
て
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
有
効
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
断
に
は
検
査
が
必
要
で
す
。

他
の
医
療
機
関
に
お
け
る
検
査
結
果
か
ら
適
応
と

診
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
は
、
試
す
価
値
の
あ
る

治
療
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
「
口
腔
」
と
「
全
身
」

が
関
連
す
る
疾
患
と
し
て
、
本
学
が
取
り
組
む
の

に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
学

内
の
他
の
診
療
科
に
も
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の

研
究
を
進
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
は
そ
れ
ら
と
も
よ
く
連
携
し
て
進
め
て
ゆ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

選
ば
れ
る
病
院
の
条
件

大
掛
か
り
な
手
術
の
前
に

患
者
さ
ん
中
心
の
診
療
を
目
指
し
て



　
み
な
さ
ん
も
一
度
は
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
私

の
研
究
は
、そ
の
ゲ
ノ
ム
を
中
心
と
し
た
癌
の
研
究
と
、

癌
を
引
き
起
こ
さ
せ
る
遺
伝
子
の
変
化
を
見
つ
け
、

癌
に
関
連
す
る
遺
伝
子
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、研
究
だ
け
で
終
わ
ら
ず
「
患
者
さ
ん
」

に
役
立
つ
治
療
や
診
断
、
予
防
法
に
直
結
す
る
成
果

を
出
し
、
研
究
が
臨
床
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ

と
に
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

　　
２
０
０
０
年
の
６
月
に
人
の
ゲ
ノ
ム（
ゲ
ノ
ム
は
造

語
で
、
遺
伝
子
（ gene)

と
染
色
体
（chrom

osom
e

）
を

合
わ
せ genom

e

に
な
り
、
遺
伝
子
を
含
む
染
色
体
の

総
体
を
い
う
）の
90
％
の
配
列
が
明
ら
か
に
な
り
、そ

の
８
カ
月
後
に
は
そ
の
配
列
か
ら
ど
ん
な
遺
伝
子
が

あ
る
か
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
驚
い
た
こ
と

に
は
人
の
遺
伝
子
は
４
万
足
ら
ず
だ
と
言
う
事
で
す
。

ハ
エ
の
よ
う
な
下
等
な
生
物
で
も
遺
伝
子
は
２
万
は

あ
る
と
い
う
の
に
人
は
そ
の
わ
ず
か
２
倍
。
そ
の
４
万

の
遺
伝
子
の
中
で
何
が
ど
う
い
う
役
割
を
し
て
い
る

の
か
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

�

　
特
に
癌
で
は
一
つ
の
遺
伝
子
の
悪
さ
で
癌
が
起
こ
る

わ
け
で
は
な
く
、複
数
の
遺
伝
子
が
異
常
を
起
こ
し
て
、

そ
れ
が
積
み
重
な
っ
て
初
め
て
人
に
害
を
及
ぼ
す
よ

う
な
癌
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
癌
で
も
、

効
く
治
療
法
、
効
か
な
い
治
療
法
が
癌
の
性
質
に
よ

り
異
な
る
の
で
、こ
の
癌
の
個
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
私
達
は
、こ
こ
数
年
で
癌
の
個
性
に
か
か
わ
る
20

程
度
の
遺
伝
子
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
と
い
う
細
胞
を
死
に

い
た
ら
し
め
る
過
程
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
細

胞
死
を
起
こ
さ

せ
な
く
す
る
遺

伝
子
（
ア
ポ
ト

ー
シ
ス
イ
ン

ヒ
ビ
タ
ー
）
が

癌
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
細

胞
の
自
滅
過
程
を
阻
害

す
る
因
子
の
一
つcIA

P
1

と
い
う
遺
伝
子
が
、
食

道
癌
や
子
宮
頚
癌
に

非
常
に
悪
さ
を
し
て
い

ま
す
。
実
際
に
患
者
さ
ん

に
そ
のcIA

P
1

が
強
く
検
出
さ

れ
る
と
、
子
宮
頚
癌
で
は
一
般
的
に
行
っ
て
い
る
放
射

線
治
療
は
あ
ま
り
効
果
が
な
く
、
早
く
か
ら
化
学
療

法
を
追
加
す
る
な
ど
、
違
う
手
段
の
治
療
法
を
選
択

す
る
事
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
じ
子
宮

頚
癌
で
あ
っ
て
も
、
患
者
さ
ん
の
一
人
一
人
で
そ
の
特
性

が
異
な
っ
て
お
り
、こ
れ
を
見
極
め
た
上
で
治
療
法
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
達
は
癌

細
胞
に
起
き
た
複
雑
な
遺
伝
子
の
異
常
を
見
つ
け
る

こ
と
か
ら
始
め
、こ
れ
が
実
際
に
患
者
さ
ん
の
中
で
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
、そ
の

患
者
さ
ん
に
最
も
相
応
し
い
癌
の
個
別
化
治
療
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
遺
伝
子
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
直
接
遺
伝
子
の
作

用
を
抑
制
し
た
り
、
あ
る
い
は
補
充
す
る
治
療
法
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
分
子
標
的
治
療
な
の
で
す
。

私
達
が
見
つ
け
た
遺
伝
子
の
中
に
は
、
分
子
標
的
治

療
の
格
好
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
遺
伝
子
の
機
能
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

癌
細
胞
の
悪
い
作
用
が
抑
制
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
そ

の
周
辺
の
遺
伝
子
が
ど
う
動
く
か
、
ど
う
影
響
を
さ

れ
る
か
を
何
千
、
何
万
の
遺
伝
子
の
変
化
を
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
し
、よ
り
効
果
的
な
治
療
法
を
確
立
す
る

た
め
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

�

�

　
私
達
が
作
り
出
し
た
遺
伝
子
の
変

化
を
見
る
ゲ
ノ
ム
ア
レ
イ
（
ゲ
ノ
ム
自
体

の
異
常
を
網
羅
的
に
見
る
も
の
）は
、ゲ

ノ
ム
の
ク
ロ
ー
ン（
遺
伝
子
の
断
片
）
を
４

８
８
７
個
張
り
付
け
て
異
常
の
有
無
を

観
察
し
ま
す
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
全
体
の
実
に

３
分
の
１
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
す
。
異
常
が

あ
る
と
こ
ろ
は
光
の
信
号
と
し
て
検
出
さ
れ
ま
す
。

私
達
の
ゲ
ノ
ム
ア
レ
イ
は
、
今
ま
で
の
染
色
体
の

分
析
で
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
小
さ
な
異
常
を

見
つ
け
、
塩
基
配
列
レ
ベ
ル
で
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
大
き
な
変
化
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
非
常
に
期
待
さ
れ
て
い
る
技
術
で
す
。
癌
や
遺
伝

疾
患
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
潜
在
的
なD

N
A

の
傷
を

ゲ
ノ
ム
ア
レ
イ
に
よ
っ
て
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

今
ま
で
の
技
術
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
病
気
の
遺
伝

子
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
に
対
す
る
薬
や
治
療
法

の
情
報
も
提
供
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高谷 節雄
生体システム分野生体システム分野

高谷 節雄
プロフィール
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計測、循環生理と制御。研究テーマは、体内完全埋め込み式人工心臓等

の開発と臨床応用、循環制御、非侵襲生体計測、診断装置の開発と予防

医学への応用。�

プロフィール
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術の開発。

東京医科歯科大学型

　　　　　人工心臓

小型、高機能化されたチタ

ン合金製体内完全埋め込

み式全置換型人工心臓（体

積400�、重量450�）。補

助人工心臓（体積275�、

重量400�）と共に仔牛を

用い生体適合性、耐久

性等の評価が進められ

ている。
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高谷先生の人工心臓の研究は、1970年代後半人工心臓研

究の発祥地である米国クリーブランドクリニック人工臓器

研究所での出会いから。そこでの研究以来の心臓の神秘に

ついてお話を伺いました。

同じ病名の癌でも、人によって癌に対する治療法が異な

ります。その癌の性質の違いを見極め、臨床へのフィー

ドバックを目指している稲澤先生にお話を伺いました。
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ゲノムアレイ

スポット径100�でDNAを

張り付けたアレイ。赤のは

欠落した癌抑制遺伝子、緑

は増えた癌遺伝子の異常を

食道癌で検出した。
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私
達
が
生
き
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
臓
器
「
心

臓
」
は
酸
素
や
栄
養
を
運
ぶ
血
液
を
各
臓
器
に
送
り
出

す
ポ
ン
プ
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
大
事
な
臓
器
で
す
。

一
年
間
に
な
ん
と
約
３
６
０
０
万
回
の
ペ
ー
ス
で
休
む

こ
と
な
く
何
十
年
も
働
き
続
け
る
の
で
す
。
ま
た
運
動

や
感
情
を
反
映
す
る
血
液
中
の
ホ
ル
モ
ン
や
神
経
活
動

の
変
化
に
応
答
し
て
心
拍
数
や
拍
出
量
が
変
化
す
る
の
で
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
セ
ン
サ
ー
機
能
を
も
兼
ね
備
え
た
生

命
維
持
装
置
で
も
あ
り
ま
す
。
人
工
心
臓
は
、
心
臓
が

故
障
し
た
時
そ
の
ポ
ン
プ
機
能
を
一
時
的
、
又
は
恒
久

的
に
代
行
し
生
命
を
維
持
す
る
目
的
で
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

心
臓
機
能
を
代
行
す
る
に
は
、
ポ
ン
プ
機
能
・
耐
久
性
・

生
体
適
合
性
・
セ
ン
サ
ー
機
能
と
そ
れ
を
動
か
す
駆
動

装
置
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
他
数
多
く
の
最
先
端
の
研
究

成
果
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
私
の
研
究
は
、
基
礎
及
び

応
用
科
学･

医
学
・
工
学
研
究
の
成
果
を
基
に
、
人
の

心
臓
機
能
を
恒
久
的
に
代
行
で
き
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
人
工
心
臓
を
研
究
開
発
す
る
事
で
す
。

　　　
人
工
心
臓
に
は
、
悪
い
心
臓
を
切
除
置
換
す
る
全
置

換
型
人
工
心
臓
と
心
臓
は
残
し
て
お
い
て
ポ
ン
プ
機
能

を
補
助
す
る
補
助
人
工
心
臓
が
あ
り
ま
す
。

構
造
的
に
は
、
人
工
弁
を
使
用
し
て
「
脈
」

を
作
る
拍
動
流
ポ
ン
プ
と
人
工
弁
を

使
用
し
な
い
で
無
拍
動
流
を
作
り

出
す
連
続
流
ポ
ン
プ
が
あ
り
、

現
在
主
に
拍
動
流
ポ
ン
プ
が
臨

床
応
用
さ
れ
、
連
続
流
ポ
ン
プ

は
将
来
的
な
人
工
心
臓
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
欧
米
で
は
、

１
９
９
０
年
代
か
ら
電
気
機
械
駆

動
の
体
内
埋
込
型
補
助
人
工

心
臓
が
使
用
さ
れ
、
患
者
の

可
動
性
やQ

O
L

（
生
活
の
質
）

も
増
し
社
会
復
帰
も
可
能

に
な
り
、
現
在
ま
で
に
約

５
０
０
０
例
の
患
者
に
使

用
さ
れ
、
７
割
近
く
が
心

臓
移
植
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

心
臓
移
植
を
要
す
る
患
者
は
、

欧
米
で
は
年
間
約
７
万
〜
10
万

人
い
ま
す
が
、
ド
ナ
ー
数
は
４
千
が

限
界
で
す
。
従
っ
て
、
１
９
９
７
年
か
ら

心
臓
移
植
が
適
用
さ
れ
な
い
患
者
に
補
助
人
工
心
臓
の

恒
久
使
用
が
、
ま
た
体
内
完
全
埋
込
式
全
置
換
型
人
工

心
臓
も
２
０
０
１
年
よ
り
余
命
30
日
を
宣
告
さ
れ
た
患

者
に
お
い
て
実
験
的
に
使
用
さ
れ
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら

し
い
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
１
９

６
３
年
に
始
ま
っ
た
米
国
人
工
心
臓
開
発
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
果
で
す
。
本
邦
で
は
１
９
９
９
年
に
心
臓

移
植
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
ド
ナ
ー
不
足
は
深
刻
な

問
題
で
、
今
日
ま
で
に
17
例
の
移
植
が
行
わ
れ
た
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
17
例
の
内
大
半
が
１
９
８
０
年
代

に
開
発
さ
れ
た
空
気
駆
動
の
体
外
置
換
型
補
助
人
工
心

臓
か
ら
の
ブ
リ
ッ
ジ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
米
国
で
開
発

さ
れ
た
体
内
埋
込
式
補
助
人
工
心
臓
を
輸
入
し
臨
床
試

験
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
サ
イ
ズ
は
邦
人
に
は

大
き
す
ぎ
、
費
用
も
膨
大
な
額
で
、
本
邦
で
の
体
内
埋

込
式
人
工
心
臓
の
実
用
化
に
向
け
た
体
制
整
備
の
遅
れ

は
患
者
に
大
き
な
負
担
と
な
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
万
能
と
さ
れ
る
胚
芽
性
幹
細
胞
を
用
い
て
、
そ

の
人
固
有
の
組
織
や
臓
器
を
培
養
す
る
再
生
医
療
が

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
培
養
に
は
時

間
が
掛
り
緊
急
時
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。
本
邦
が
直
面
し
て
い
る
高

齢
化
社
会
に
お
い
て
、
生
活
習

慣
に
起
因
ま
た
は
突
発
的
に
起

る
心
臓
病
は
年
々
増
加
傾
向
を

示
し
て
お
り
い
か
な
る
年
齢
・

サ
イ
ズ
の
患
者
に
も
適
応
可
能

な
恒
久
的
小
型
体
内
完
全
埋
込

式
人
工
心
臓
の
開
発
は
急
務
で
あ

り
ま
す
。
本
邦
に
は
、
体
内
埋

込
式
人
工
心
臓
を
実
用
化
す

る
技
術
は
十
分
あ
り
ま
す
が
、

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

研
究
か
ら
実
用
化
ま
で
一

貫
し
た
政
策
・
産
学
官
連

携
体
制
の
整
備
が
強
く
望

ま
れ
ま
す
。
人
工
心
臓
を
含

む
医
療
機
器
開
発
は
本
邦
で
の

国
民
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

21
世
紀
医
療
そ
し
て
医
療
産
業
を
発

展
さ
せ
る
重
要
な
科
学
技
術
の
基
盤
に
な

り
ま
す
。

　
生
体
シ
ス
テ
ム（
人
工
臓
器
）
分
野
で
は
、
医
歯
学
総
合

研
究
科
臓
器
置
換
分
野
と
共
同
で
、
本
研
究
所
で
開
発
さ

れ
て
き
た
金
属
・
無
機
・
有
機
材
料
等
を
基
盤
に
、
政
府
の

総
合
科
学
技
術
会
議
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
ナ
ノ
テ
ク
や

IT

技
術
を
導
入
し
て
耐
久
性
、
抗
血
栓
性
や
耐
感
染
性
等

を
改
善
し
、
如
何
な
る
年
齢
、
サ
イ
ズ
の
患
者
に
も
適
用

可
能
な
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
体
内
完
全
埋
込
み
式
恒
久

的
補
助
及
び
全
置
換
型
人
工
心
臓
の
研
究
開
発
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
工
心
臓
は
、
移
植
へ
の
つ
な
ぎ
ま
た

は
移
植
の
対
象
に
な
れ
な
い
患
者
の
循
環
維
持
に
、
ま
た
、

遺
伝
子
治
療
や
再
生
医
療
等
の
治
療
法
の
開
発
に
、
広
く

世
界
の
医
療
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
も
の
で
す
。

�稲澤 譲治

「ヒト」ではなく
「人」の癌の謎解き

に迫る

人
と
ハ
エ
の
遺
伝
子
の
数

癌
の
個
別
化
治
療

国
内
で
は

　
　
ゲ
ノ
ム
ア
レ
イ
の
第
一
人
者

“心臓”という神秘
の臓器を作る

Inazawa Johji

心
臓
移
植
へ
の
ブ
リ
ッ
ジ
ユ
ー
ス
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
久
人
工
心
臓
へ

21
世
紀
医
療
の

　
　
基
盤
と
し
て
の
人
工
臓
器

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
人
工
心
臓
研
究
開
発
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国際シンポジウム

保健医療政策の変革と看護学大学院教育保健医療政策の変革と看護学大学院教育

学 長 エ ッ セ イ

●
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

保
健
衛
生
学
研
究
科

　
　
　
　
総
合
保
健
看
護
学
専
攻
主
催

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
責
任
者

　
　
　
　
保
健
衛
生
学
科
長
　
島
内 

　
節

　　
２
０
０
２
年
８
月
28
日
と
29
日
に
文
部

科
学
省
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
経
費
に
よ
り
、

「
保
健
医
療
政
策
の
変
革
と
看
護
大
学
院

教
育
」
の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
英
国
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
４
ヶ
国
８
大
学
、
な
ら

び
に
国
内
４
大
学
で
指
導
的
な
立
場
に
あ

る
教
育
者
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
や
、
各
国
の
実
状

・
将
来
展
望
に
つ
い
て
講
演
し
、
参
加
者

に
よ
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
際
化
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ぜ
ー
シ
ョ
ン
は

人
々
の
生
活
と
社
会
に
急
速
に
多
様
な
変

化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
看
護
学
教
育

は
こ
れ
ら
の
変
化
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

ま
す
が
、
一
方
で
社
会
変
化
を
も
た
ら
す

よ
う
な
例
え
ば
、
新
し
い
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

や
保
健
医
療
政
策
を
創
造
す
る
こ
と
に
貢

献
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
の
大
学
院
教

育
は
ナ
ー
ス
が 

c
h
a
n
g
e
 
a
g
e
n
t

と
し
て
機

能
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
長
期
的
で
国
際
的
な
視

野
に
立
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
め
ざ
す

質
の
高
い
看
護
学
大
学
院
教
育
に
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

運
営
方
法
お
よ
び
将
来
構
想
に
つ
い
て
国

際
的
な
理
解
を
深
め
、
国
際
交
流
を
活
発

化
し
て
相
互
協
力
に
よ
り
充
実
し
た
教
育

の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
２
１
０
名
で
、
各
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
か
ら
の
話
題
提
供
に
つ
い
て
活
発
な

討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
前
に
外
国
の
８
大
学
と
本
学
の
協
定

式
を
行
い
、
ミ
ニ
楯
が
学
長
か
ら
渡
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
本
総
合
保
健
看
護
学
専
攻

の
大
学
院
学
生
に
対
し
て
８
人
の
外
国
人

に
よ
る
２
時
間
ず
つ
の
講
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
鈴
木
章
夫
学
長
・
廣
川
勝
　
医
学

部
長
・
神
山
隆
一
保
健
衛
生
学
研
究
科
長

の
多
大
な
ご
支
援
を
得
て
、
実
り
の
多
い

会
と
な
り
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
大

変
好
評
で
し
た
。

I n t e r n a t i o n a l  S y m p o s i u m

S t u d y i n g  A b r o a d E s s a y

し
ま
の
う
ち
　
　   

せ
つ

楯贈呈
外国の８大学と本学保健衛生学研究科総合保健看護学専攻教員

学 生 海 外 派 遣

た
に
ぐ
ち
　
　
　
　
あ
や

お
お
い
で 

 
 
 
 
 
 

し

ほ

医
学
部
医
学
科

    

平
成
15
年
３
月
卒
業
生
　

大
井
手 

志
保

　
　

　
私
は
以
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
医

療
、
教
育
に
つ
い
て
は
大
変
興
味

を
持
っ
て
い
た
の
で
、
学
生
の
間

に
い
つ
か
実
際
に
行
っ
て
自
分
の

目
で
確
か
め
、
経
験
し
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
学
生

最
後
の
夏
休
み
に
自
分
の
将
来
性

を
見
極
め
る
た
め
に
も
と
思
い
、

独
自
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
二
つ
の

病
院
（B

IM
C

とS
L
R
H
)

へ
実
習

に
行
く
準
備
を
進
め
て
い
た
と
こ

ろ
、
幸
運
に
も
最
終
的
に
初
代
の

海
外
研
修
奨
励
制
度
に
よ
る
奨
学

金
を
う
け
て
行
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
「
出
会
い
」
そ
し
て
「
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
何
か
」
を
と
っ

て
も
大
切
に
し
て
い
る
私
に
と
っ

て
、
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

実
習
も
多
く
の
友
人
、
ド
ク
タ
ー
、

医
学
生
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
に
出

会
い
、
色
々
な
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
学
び
な
が
ら
感
じ
、
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
短
い
期
間

で
し
た
が
、
そ
の
中
で
で
き
る
だ

け
多
く
の
も
の
を
吸
収
し
よ
う
と

病
棟
内
で
も
病
棟
外
で
も
積
極
的

に
働
き
、
色
々
な
こ
と
を
見
聞
き

し
、
経
験
し
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ

と
の
違
い
に
圧
倒
さ
れ
た
り
感
心

し
た
り
し
な
が
ら
、
自
分
が
考
え

て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
医
療
を
垣
間

見
て
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。

　
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た

こ
と
、
そ
し
て
実
際
に
経
験
し
て

感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ま
だ

自
分
の
中
で
整
理
す
べ
き
点
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
一
つ
一
つ
の
経

験
が
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
と
っ
て

貴
重
な
財
産
に
な
る
こ
と
、
ま
た

少
し
で
も
自
分
が
何
か
周
り
に
貢

献
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

を
信
じ
て
願
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医
学
部
保
健
衛
生
学
科

　
　
看
護
学
専
攻
４
年
　
谷
口 

　
綾

　　
私
は
シ
ア
ト
ル
に
あ
る
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
のS

u
m
m
e
r 
Q
u
a
rte
r

２
０
０
２
に
参
加
し
て
、
看
護
学

の
授
業
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
シ

ア
ト
ル
の
夏
は
日
本
に
比
べ
涼
し

く
て
過
ご
し
や
す
く
、
ま
た
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
も
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス

に
美
術
館
や
博
物
館
を
は
じ
め
様
々

な
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
と
て

も
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
一
ヶ
月

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
初
め
の
う
ち
は
授
業
で
話
さ
れ

る
英
語
の
速
さ
と
学
生
の
発
言
量

の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
教
師
と
学
生
の
や
り
と
り
は

新
鮮
で
毎
回
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
違
い
に

つ
い
て
は
、
各
授
業
で
必
ず
、
日

本
で
は
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
人

種
に
よ
る
文
化
の
違
い
を
大
き
く

取
り
上
げ
て
考
慮
し
て
い
た
の
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
夏
に
は
世

界
中
か
ら
学
生
が
学
び
に
来
て
い

る
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
か
ら
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
の

考
え
方
に
も
接
し
て
知
識
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
ヶ
月
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
新
し
い
視
点
で
看
護
学
に

つ
い
て
学
び
、
こ
れ
か
ら
先
に
つ

な
が
る
良
い
経
験
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先

生
方
、
事
務
の
方
々
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

※

BIMCに実習生としてきていた学生たちと。
左はルームメイトだったLinda、右はClemens

SLRHの救命救急室（ER）にて。
循環器チームで一緒だったColumbia
大学の学生Nickと

BIMCの内科のAssociate Chairman
Dr.Fleckmanと

75年の歴史があるワシントン大学のシンボル
Suzzallo Library

看護学部留学生コーディネーターの
Carmen O.Matthewsと

※海外研修奨励制度について
　本学の教育理念の一つでもある国際性豊かな医療人の
育成のために、「東京医科歯科大学海外研修奨励制度」
を設け、学生の海外研修を開始しました。この制度は、
在学生に対して海外研修の機会を提供し、豊かな感性と
国際性を持つ人材の育成に役立てることを目的としてい
ます。
　海外研修に意欲があり、心身共に健全で、学業優秀な
学部学生すべてにそのチャンスがあります。平成14年7
月に医学部医学科、保健衛生学科の学生が、平成15年3
月に歯学部歯学科の学生が米国で海外研修を体験しまし
た。

何
故
ハ
ー
バ
ー
ド
の
教
育
は

　
　
　
　
　
　
　
素
晴
ら
し
い
の
か

　
本
学
は
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
医
学
・
医
療
を

担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、
今
年
度
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
医
学
部
と
そ
の
教
育
理
念
の
提
携
を
行

い
ま
し
た
。

　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は
、
毎
年
大
学
を
種
々
な
角

度
か
ら
評
価
し
て
定
評
の
あ
る
雑
誌U

.S
.N
E
W
S

に
よ
れ
ば
、
研
究
で
は
全
米
第
１
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
で

は
医
師
と
し
て
の
基
本
的
な
教
育
に
つ
い
て
も
全

米
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
開

業
医
を
養
成
す
るP

rim
a
ry ca

re
 m
e
d
icin
e

で
も

全
米
第
７
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
医
学
部
は
、
約
20
年
前
に
、
そ
れ
ま
で

の
知
識
・
技
術
重
視
の
教
育
方
針
を
転
換
し
、
患

者
さ
ん
の
た
め
の
医
療
を
第
一
に
考
え
、
第
二
に

技
術
、
第
三
に
知
識
と
、
真
の
医
療
人
育
成
の
教

育
に
心
血
を
注
ぎ
、
と
同
時
に
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
研
究
者
を
育
て
る
こ
と
に
も
成
功
し
ま
し
た
。

そ
の
附
属
病
院
は
、
各
診
療
科
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で

も
全
米
で
５
指
の
中
に
は
必
ず
と
言
っ
て
良
い
程

入
っ
て
い
ま
す
。
診
療
と
研
究
の
両
面
に
お
い
て
、

本
当
に
優
れ
た
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
な
医
療
人
を

養
成
す
る
世
界
最
高
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

教
育
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
日
米
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
医
学
を
学
ん
だ
の

で
す
が
、
日
本
は
、
基
礎
医
学
の
研
究
を
奨
励
し
、

診
療
よ
り
も
む
し
ろ
研
究
中
心
の
医
学
を
重
視
し

ま
し
た
が
、
米
国
は
、
そ
の
知
識
・
技
術
を
病
に

苦
し
む
患
者
さ
ん
の
治
療
に
役
立
て
ま
し
た
。
米

国
の
医
学
に
は
、
患
者
さ
ん
を
中
心
に
考
え
、
医

学
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ど
う
す
れ
ば
患
者
さ
ん

を
救
え
る
か
と
い
う
医
師
と
し
て
の
高
い
志
が

そ
の
根
底
に
あ
る
の
で
す
。

�

厳
格
な
評
価
に
対
す
る
施
策
の
成
果

　
今
年
度
日
本
は
、
２
名
の
方
が
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
最
多
受
賞
国
の
米
国
も

ノ
ー
ベ
ル
賞
生
理
・
医
学
賞
に
お
い
て
は
、
１

９
３
３
年
の
モ
ー
ガ
ン
が
初
め
て
で
し
た
。
そ

れ
以
前
は
、
ほ
と
ん
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
人
々

が
受
賞
し
て
い
ま
し
た
。
１
９
３
４
年
か
ら
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
始
め
と
す
る
米
国
か
ら
多

数
の
生
理
・
医
学
賞
受
賞
者
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
理
由
に
つ
い
て
私
な
り
に
調
べ
て
み
た

と
こ
ろ
、
１
９
１
０
年
代
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ

ン
基
金
の
助
成
を
う
け
て
北
米
の
医
学
校
を
視

察
し
、
評
価
し
た
フ
レ
キ
ス
ナ
ー
レ
ポ
ー
ト
の

存
在
が
あ
り
ま
し
た
。
入
学
資
格
、
授
業
内
容
、

教
職
員
数
、
教
育
・
研
究
組
織
環
境
、
財
政
状

況
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
特
に
基
礎

研
究
に
お
い
て
は
、
研
究
設
備
が
整
い
そ
の
研

究
が
い
か
に
患
者
さ
ん
の
治
療
に
生
か
さ
れ
て

い
る
か
、
臨
床
に
活
用
す
る
環
境
と
組
織
が
整

っ
て
い
る
か
と
い
う
点
を
重
視
し
ま
し
た
。
そ

の
時
第
一
級
の
評
価
を
獲
得
し
た
の
は
、
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

で
し
た
。
米
国
の
医
学
校
は
厳
重
な
調
査
・
評

価
を
受
け
て
、
そ
れ
に
対
し
て
改
善
・
努
力
を

行
い
、
医
療
人
の
育
成
の
た
め
の
施
策
を
講
じ

ま
し
た
。
実
際
に
潰
さ
れ
た
医
科
大
学
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
20
年
、
そ
の
成
果
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
と
い
う
形
で
結
集
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

�

何
が
医
療
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

　
私
は
医
療
人
に
は
常
々
５
つ
の
顔
が
必
要
だ

と
お
話
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
医
師
・
歯

科
医
師
・
医
療
人
は
患
者
さ
ん
に
優
し
く
誠
実

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
と
よ
く

会
話
を
し
、
患
者
さ
ん
を
和
ま
せ
、
患
者
さ
ん

に
自
信
を
も
た
せ
る
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
は

自
分
の
生
活
も
若
干
犠
牲
に
で
き
る
学
者
・
教

育
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
聖
職
者
・
役
者
・
易

者
の
よ
う
な
資
質
も
兼
ね
備
え
、
医
療
技
術
が

し
っ
か
り
と
し
、
し
か
も
研
究
も
で
き
る
本
当

の
プ
ロ
の
医
療
人
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
時
代

で
す
。
プ
ロ
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
５
つ
の
顔
を
自

由
に
使
い
わ
け
ら
れ
ま
す
。
本
学
も
本
当
の
プ

ロ
を
養
成
す
る
、
医
学
部
、
歯
学
部
、
保
健
衛

生
学
科
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　BIMC：Beth　Israel　Medical　Center

　SLRH：St.Luke's Roosevelt Hospital

TMDUTMDUもっと知りたい！

東京医科歯科大学

学
長
　
鈴
木 
章
夫

「
本
当
の
プ
ロ
を
養
成
す
る
」

す
ず
き      

あ
き
お

1

2

1

2
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学 内 ニ ュ ー ス教 養 部英語のクイズ

授業のひとこま

ま
え
ざ
わ
　  

ひ
ろ
こ

英
語
の
ク
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

教
養
部
英
語
科

　
前
沢 

浩
子

　　
上
の
英
文
は
あ
る
有
名
な
日
本
の
古
典
文
学

の
英
訳
で
す
。
何
か
わ
か
り
ま
す
か
。
教
室
で
こ

の
ク
イ
ズ
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
の
数
の

学
生
が
正
解
を
言
い
あ
て
ま
し
た
。
こ
れ
は
鴨
長

明
『
方
丈
記
』
を
、
当
時
二
十
四
歳
、
東
京
帝
大

英
文
科
の
学
生
だ
っ
た
夏
目
漱
石
が
英
国
人
教

授
デ
ィ
ク
ソ
ン
か
ら
依
頼
を
受
け
、
訳
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
英
文
を
読
ん
で
「
行
く
川
の
流
れ
は

絶
え
ず
し
て
」
と
い
う
原
作
を
思
い
出
せ
る
の
で

す
か
ら
、
医
科
歯
科
の
学
生
の
知
識
の
幅
も
な

か
な
か
の
も
の
で
す
。

　
次
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。ST

A
R
T

の
単
語
か

らG
O
A
L

の
単
語
ま
で
、
綴
り
を
一
文
字
だ
け
変

え
な
が
ら
到
着
す
る
で
き
る
だ
け
短
い
「
道
」
を

探
す
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
た
だ
し
途
中
の
英
単

語
も
必
ず
意
味
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
た
と
え
ばd
o
g
(S
T
A
R
T
)

か
ら
始
め
て

ca
t(G
O
A
L
)

ま
で
は
、do

g
 

↓ d
o
t 

↓ h
o
t 

↓ 

h
a
t 

↓ ca
t

と
い
う
の
が
一
番
の
近
道
で
す
。
で
は

fis
h
(S
T
A
R
T
)

か
ら 

m
e
a
t(G
O
A
L
)

ま
で
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
何
分
く
ら
い
で
最
短
距
離
が
見

つ
か
り
ま
し
た
か
。

　
こ
れ
は
コ
ネ
ク
ト
ゲ
ー
ム
と
言
っ
て
、
数
学
者

の
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
氏
が
グ
ラ
フ
理
論
か
ら

思
い
つ
い
た
ゲ
ー
ム
で
す
。
こ
う
い
う
ゲ
ー
ム
や
ク

イ
ズ
、
あ
る
い
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル
な
ど
を

速
く
正
し
く
解
け
る
人
は
、や
は
り
英
語
の
力
の

あ
る
人
で
す
。
た
だ
し
こ
の
ゲ
ー
ム
を
解
く
た
め

に
、m

e
a
t

と
一
文
字
違
い
の
単
語
の
リ
ス
ト
を
作

っ
て
覚
え
る
、
な
ど
と
い
う
苦
労
を
し
て
も
い
っ
こ

う
に
英
語
は
上
達
し
ま
せ
ん
。TO

E
F
L

や
大
学

入
試
の
セ
ン
タ
ー
試
験
な
ど
も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
英
語
力
の
あ
る
人
は
、こ
う
い
う
試
験

で
高
い
ス
コ
ア
が
取
れ
ま
す
が
、
そ
の
試
験
の
た

め
に
勉
強
し
て
い
る
の
で
は
、
な
か
な
か
英
語
の

力
が
伸
び
な
い
の
で
す
。
試
験
は
力
を
測
る
手

段
と
し
て
は
有
効
な
の
で
す
が
、そ
れ
を
目
標
に

し
て
試
験
勉
強
を
し
て
も
、
実
践
的
な
運
用
能

力
は
伸
び
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
本
、
映
画
、
講

義
、
会
話
、
何
に
せ
よ
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
英

語
に
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
接
し
、
知
ら
な
い
言

葉
や
表
現
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
そ
の
際
に
、
力

が
ど
れ
く
ら
い
伸
び
た
か
を
測
る
道
具
と
し
て

試
験
を
利
用
す
る
の
が
良
い
の
で
す
。
教
養
部
で

は
年
二
回T

O
E
F
L
/IT
P

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

力
だ
め
し
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
学
生
・
教
職
員

は
、
ど
な
た
で
も
受
験
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

Incessant is the change of water where the stream glides on calmly: the spray 
appears over a cataract, yet vanishes without a moment's delay.  Such is the fate of 
men in the world and of the houses in which they live.

English courses for second-year students include Prof. Tromovitch’s
“Concepts in Human Sexuality,”“Introduction to Statistics,”and
“Understanding Scientific Research.”

高速インターネットを用いた医療画像転送実験高速インターネットを用いた医療画像転送実験
消化器内科、情報医科学センターが共同して推進している、高速インタ
ーネット（Japan Gigabit Internet）を用いた医療画像転送実験を、平成
14年7月29日に本学と武蔵野赤十字病院の間で行い、内視鏡動画像・皮
膚病変のリアルタイム転送・診断のデモンストレーションを行い、その
経過が、テレビ、新聞などの報道メディアにて紹介されました。

わ
た
な
べ
　
　
　    

ま
も
る

さ
か
も
と 

　
　  

な
お
や

　
平
成
14
年
度
東
京
医
科
歯
科
大
学
解
剖
体

慰
霊
式
が
、
10
月
23
日
（
水
）
午
後
１
時
か

ら
築
地
本
願
寺
に
お
い
て
し
め
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
学
生
の
医
学
・
歯
学
の
教
育
研

究
の
た
め
に
献
体
さ
れ
た
方
々
の
尊
い
御
霊

に
対
し
て
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
深
い
感
謝
の
気
持
ち
で
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　
後
日
、
ご
遺
族
の
方
か
ら
『
入
院
し
た
亡

夫
は
、
医
療
チ
ー
ム
の
手
厚
い
治
療
・
温
か

い
お
心
遣
い
に
も
応
え
き
れ
ず
力
つ
き
ま
し

た
が
、
本
日
の
慰
霊
式
で
の
皆
様
方
の
お
言

葉
、
真
摯
な
ご
様
子
に

真
の
医
療
の
在
り
方
に

ふ
れ
る
思
い
で
感
動
い

た
し
ま
し
た
。
』
と
の

お
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

　
医
師
・
歯
科
医
師
の

育
成
に
ご
理
解
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

医
学
部
附
属
病
院
　
消
化
器
内
科
　

　
　
　
　
　
　
教
授
　
渡
辺 

　
守

　
　
　
　
　
　
助
手
　
坂
本 

直
哉

　
　

　
消
化
器
内
科
お
よ
び
情
報
医
科
学

セ
ン
タ
ー（
田
中
博
所
長
）は
共
同
し
て
、

K
D
D
I

株
式
会
社
／

研
究
所
／

テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
お
よ
び
通
信
総
合
研
究
所
の
全
面
的

協
力
に
よ
り
、
次
世
代
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
るJapan      G

igabitN
etw
ork

（JG
N

）

と
高
品
位
映
像
配
信
技
術
で
あ
る

D
igitalV

ideoT
ransportS

ystem
（D

V
T
S

）

を
応
用
し
た
高
精
細
医
療
用
動
画
像

の
病
院
間
転
送
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
14
年
７
月
29
日
に
本
学
と
武
蔵

野
赤
十
字
病
院
の
間
で
、内
視
鏡
動
画
像
・

皮
膚
病
変
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
転
送
・
遠
隔

診
断
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

そ
の
経
過
が
、テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
の
報

道
メ
デ
ィ
ア
に
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
実
験
の
目
的
は
、
消
化
器
疾
患
の

診
断
・
治
療
に
必
須
の
消
化
管
内
視
鏡

の
動
画
像
を
離
れ
た
地
域
の
病
院
間
で
、

画
質
を
落
と
さ
ず
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
伝

送
し
、
例
え
ば
診
断
の
難
し
い
疾
患
な

ど
の
場
合
に
離
れ
た
他
病
院
の
専
門
医

に
画
像
を
送
り
診
療
・
治
療
に
役
立
る

な
ど
、
実
際
の
診
察
へ
の
有
用
性
を
確

認
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
医
療
現
場

の
ニ
ー
ズ
お
よ
び
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
か

ら
出
て
き
た
、
患
者
さ
ん
の
た
め
の
技
術

開
発
で
あ
る
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
本
実
験
は
、
先
端
的
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

画
像
通
信
端
末
と
し
て
通
常
の
通
常
の

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
、
簡
単
操
作
で
、
ど

こ
で
も
、
し
か
も
高
品
位
の
動
画
を
用

い
た
普
及
型
遠
隔
医
療
が
実
現
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
し
た
。
安
価
か
つ
柔
軟
性
・

汎
用
性
に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、こ

の
環
境
を
利
用
し
て
簡
便
で
経
済
的
な

遠
隔
医
療
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
病
院
間
の
普
及

型
遠
隔
医
療
が
国
内
で
初
め
て
現
実
の

も
の
と
な
り
、
患
者
さ
ん
は
遠
方
か
ら

特
定
の
専
門
病
院
に
行
く
必
要
が
な

く
な
り
、
ど
こ
の
病
院
に
行
っ
て
も
同
じ

専
門
レ
ベ
ル
の
診
断
・
医
療
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
実
験
の
結
果
か
ら
、
本
技
術
は
今

後
１
〜
２
年
の
単
位
で
、
内
視
鏡
診
療

実
験
な
ど
消
化
器
内
科
領
域
に
止
ま

ら
ず
、
皮
膚
科
領
域
、
外
科
領
域
な
ど
、

他
の
様
々
な
専
門
医
療
領
域
に
応
用
範

囲
が
拡
充
さ
れ
て
い
く
見
通
し
で
す
。

ま
た
、一
大
学
の
関
連
病
院
間
の
み
な
ら
ず
、

他
大
学
と
の
国
内
病
院
連
携
、
更
に
将

来
的
に
は
海
外
と
の
相
互
高
品
位
医
療

動
画
画
像
転
送
も
視
野
に
入
れ
た
、
国

際
的
な
病
院
連
携
を
構
築
で
き
る
可

能
性
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

�

　　
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科 

病
態
代
謝
解

析
学
分
野 

吉
田 

雅
幸
助
教
授
が
、
第
10
回
日

本
動
脈
硬
化
学
会
若
手
研
究
者
奨
励
賞
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
40
歳

未
満
の
日
本
動
脈
硬
化
学
会
会
員
に
よ
る
動

脈
硬
化
研
究
に
関
す
る
英
文
論
文
の
中
か
ら

３
名
の
奨
励
賞
が
選
考
さ
れ
、
さ
ら
に
第
34

回
日
本
動
脈
硬
化
学
会
学
術
総
会
に
お
い
て

講
演
発
表
の
結
果
、
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

若
手
研
究
者
の
活
躍

解
剖
体
慰
霊
式

TMDUTMDUもっと知りたい！

東京医科歯科大学

Professor Tromovitch and his first-year students between classes.

畔
柳 

和
代

く
ろ
や
な
ぎ   

か
ず
よ

興
味
に
沿
っ
て

　
教
養
部
で
は
必
修
科
目
の
ほ
か
に
、
興
味
に
沿
っ
て

勉
強
で
き
る
少
人
数
制
の
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
療
を
め
ぐ
る
科
目
は
、「
新
薬
開
発
か
ら
遺
伝

子
治
療
ま
で
」
、「
ケ
ア
・
身
体
・
医
療
」
な
ど
で
す
。い

ず
れ
機
器
を
扱
う
検
査
技
術
学
専
攻
の
学
生
向
け
に
、

「
電
気
な
ん
か
こ
わ
く
な
い
　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
入
門
」

も
あ
り
ま
す
。「
英
語
で
書
か
れ
た
医
学
論
文
を
読
む

　
応
用
言
語
学
の
視
点
か
ら
」
や
「
化
学
実
験
を
通
し

た
異
文
化
間
交
流
」
で
は
、
研
究
者
と
な
る
た
め
の
基

礎
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
医
療
以
外
の
研
究
分
野
に
関
す
る
科
目
も
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。「
『
百
人
一
首
』
を
読
む
」
、「
柳
田
国
男

を
読
む
」
、「
講
義
と
実
習
に
よ
る
環
境
生
命
科
学
入

門
」
。
理
論
と
実
習
か
ら
な
る
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
入

門
」
、「
数
理
論
理
学
」
。
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
、

歌
、
小
説
を
通
し
て
、
言
語
と
文
化
の
か
か
わ
り
を
考

え
た
り
、「
映
画
の
百
年
」
や
「
現
代
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ー
ツ
入
門
」
で
映
像
や
音
楽
の
力
を
見
直
し
た
り
で
き

ま
す
。
将
来
の
専
門
と
一
見
関
係
な
さ
そ
う
な
言
葉
や

論
考
に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
う
ち
に
、
将
来
の
ひ
ら
め

き
を
生
む
素
地
が
作
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。




